
平成２６年７月９日（水） 第１１８４号 

三陸沿岸道路専用「公共プラント」上棟式 
～建設資材の安定供給に向け上屋工事着手～ 

 三陸沿岸道路は、震災復興のリーディングプロジェクトとして、従来にないスピードで
工事を進めています。 
 今後工事がさらに本格化し、生コンクリートの需要が急増する見通しであることから、
太田国土交通大臣の指示により、宮古地区において「公共プラント」を新設することとな
りました。 
 「公共プラント」の設置により、三陸沿岸道路工事で需要が高まっている生コンクリー
トを安定して供給することが可能となり、円滑な復興事業の推進に大きく貢献することが
期待されます。 
 このたび「公共プラント」の設置を宮古市田老地区に計画し、９月稼働開始に向け岩手
県内では初となる公共プラント設備の上屋工事に着手することとなり、被災地の早期復興
とプラント設備の堅固祈願を祈念して、平成２６年７月２日（水）に上棟式が執り行われ
ました。 
 上棟式は、施工会社である国道４５号摂待道路工事 大成・銭高・東コン特定建設工事
共同企業体が主催し、来賓、関係者約５０名が出席しました。 

位置図 完成予想図 

（設備概要） 
生産能力：１日５００㎥（25mﾌﾟｰﾙ3杯分） 
セメントサイロ：２００ｔサイロ×２基 
         ５０ｔサイロ×２基 
 



▲宮古市長よりご挨拶 
（山口公正副市長代読） 

 

式典の様子 

▲岩手県沿岸広域振興局 桐田教男副局長 
よりご挨拶 

▲永井浩泰 三陸国道事務所長が挨拶 ▲大成建設株式会社東北支店  
西岡巌土木部長よりご挨拶 

復興事業を加速させる新
たな起爆剤として大いに
貢献するものと確信して
います。施工にあたって
は万全を期して参ります。 

本プラントを建設資材の
生産拠点として活用し、
一層の復興の加速化を
図っていきたいと思いま
す。 

●プラントの愛称を地域の子供たちから募集しています 
 地域の復興を支え、地域の復興をともに歩む施設として、地域の皆様から身近な存在
と感じてもらうため、プラントの愛称を田老第一小学校、田老第三小学校の児童から募
集しています。 
 愛称は関係者間で協議選定したうえで、プラント稼働時に披露する予定です。 
 
●プラントのＰＲ看板デザインを地域の子供達から募集しています 
 当地域の「復興とその次の未来」をテーマに、プラントのＰＲ看板デザインを田老第
一小学校、田老第三小学校の児童から募集しています。 
 関係者間で協議選定したうえで、完成したプラントにプリントする予定です。 
 

 地域から親しまれるプラントを目指して ～施工業者の取り組み～ 

本プラントがコンクリート
の需給バランスを良好に
保持し、地域の円滑な復
興推進に大きく貢献する
ものと期待しています。 

本プラントは復興事業全
体のコンクリート需給の
調整に資するものであり、
今後の復興推進に大きく
貢献するものと思います。 
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